
別表Ⅰ

平成２７年度共同研究のスキーム

研究代表者 名称 期間 年度予算 備考 件数

所外  一般共同研究
今年度に限り

1年
200万円以内

防災研究所外研究者を研究代表者
として、防災研究所内外の研究者と
協力して進める共同研究

10件程度

所外 萌芽的共同研究 1年 30万円以内

自由な発想に基づく小人数の構成
による研究。博士後期課程学生も
可。必要な場合のみ所内研究者も
可

5件程度

所外 一般研究集会 年度内開催 100万円以内
萌芽的な研究に関するテーマ又は
興味深いテーマについて、全国の研
究者が、集中的に討議するもの

10件程度

所外 長期滞在型共同研究
1か月から

10か月
200万円以内

国内外の研究者が防災研究所に比
較的長い期間滞在して行う共同研
究。博士後期課程学生も可。

3件程度

所外 短期滞在型共同研究 2週間程度 30万円以内

国内外の研究者が短期滞在して、
隔地施設・大型設備や資料・データ
の利用を通じて行う共同研究。博士
後期課程学生も可。

5件程度

自然災害研究協
議会提案

重点推進型共同研究 1年 250万円以内

自然災害研究協議会が企画提案す
る共同研究で、自然災害や防災に
関する総合的な研究や協議会として
重点的に推進しようとする共同研究

2件程度

所内 拠点研究（特別推進研究） 1年
1000万円以

内

全国共同研究拠点として、防災研究
所が特に計画的に推進すべき研究
プロジェクト。災害に関する学理と防
災の総合的対策を目的として、新た
な研究課題の提案、研究組織、研究
ネットワークなどを形成し、この研究
を基礎として将来的に発展させうる
研究

1件程度

所内 拠点研究（一般推進研究） 1年 500万円以内 同上 5件程度

所内 特定研究集会 年度内開催 100万円以内
防災研究所の研究者がリーダーシッ
プをとって実施する、プロジェクトの
立案等の企画を目指した研究集会

4件程度

所外 施設・設備利用型共同研究 随時 申請者負担

隔地施設・大型設備や資料・データ
の利用を通じて行う共同研究で、利
用者が自分で旅費等を用意するも
の

適宜

所外
地域防災実践型共同研究
（一般）

2年 200万円以内
防災研究所以外の研究者が研究
テーマを設定し組織構成する「研究
者提案型」研究

27年度は
公募しな

い

所外
地域防災実践型共同研究
（特定）

2年 500万円以内

自然災害研究協議会の地区部会や
学協会支部などが研究テーマを設
定し研究チームを構成する「課題設
定型」研究

27年度は
公募しな

い
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